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1. アカウントの種類 
アカウントの種類は次の 5 種類があります。 

 

① サイト管理者（登録通知書に記載されているユーザ） 

② メールユーザ 

③ Web 特権ユーザ 

④ Web ユーザ 

⑤ AnonymousFTP 

 

各アカウントの権限一覧表です。 
 

① 

サイト管理者 

② 

メールユーザ 

③ 

Web 特権ユーザ 

④ 

Web ユーザ 

⑤ 

AnonymousFTP 

ホームページの公開 ◎※1 × ◎※1 ○ × 

CGI の設置 ○ × ○ × × 

PHP の設置 ○ × ○ × × 

FTP アクセス ○ × ○ ○ ○※2 

ログファイル参照 ○ × ○ × × 

メール送受信 ○ ○ × × × 

メール転送 ◎※3 ○ × × × 

メーリングリスト管理 ○ × × × × 

契約情報変更 ○ × × × × 

アカウント管理 ○ × × × × 

パスワード変更 ◎※4 ○ ○ ○ × 

※1 サイト管理者・Web 特権ユーザはドキュメントルートへのコンテンツ設置が可能  

※2 AnonymousFTP は/anonymous ディレクトリからのダウンロードのみ可能 

※3 サイト管理者は全メールユーザのメール転送設定が可能  

※4 サイト管理者は全ユーザのパスワードのパスワード変更が可能 
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2. サイトマネージャー 
ここでは、管理者専用のログイン操作について解説いたします。 

サイトマネージャーは「サイト管理者」のみ利用可能です。 

 

①登録通知書に記載されている「管理画面 URL」にブラウザでアクセスし、管理画面が表示される事を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②管理者権限で管理画面にログインする場合、「サイトマネージャー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

③登録通知書に記載されている「管理用ＩＤ」「管理用パスワード」を入力し「ＯＫ」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力項目 備考 

ユーザ名 管理用ID 

パスワード 管理用パスワード 
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④管理者が設定できる項目が左メニューに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種別 項目 網掛けの意味 

 独自 SSL 

 

有償サポートの項目です。 

弊社が代行し、設定費用が別途発生いたします。 

（認証局への支払い別。） 

 CGI 管理 

Web メール管理 

MySQL 管理 

 

サードパーティー製のアプリケーションです。 

ご利用の際は、オンラインマニュアルを参照し、 

利用者様自身の責任においてご利用ください。 
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2.1. ディスク容量について 

2.1.1. ディスク利用量の表示 

ディスク容量は「300GB」での提供となります。 

また、ディスク利用量の参照方法は下記になります。 

 

 

①「サイト管理」→「ディスク容量」→「Web/メール容量配分」をクリックすると、目的別にディスク利用量が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2. Web/メール容量配分 

サイト管理者が「サイトマネージャー」から、ディスク容量を「Web 機能」と「メール機能」に配分することができます。 

 

①容量配分を変更する場合は「Web 機能使用可能サイズ(容量、単位)」を入力し、「割り当てる」をクリックします。 

 

 

 
※最小の割り当て容量は、「Web 機能:200MB」、「メール機能:100MB」です。 

 
※ディスク使用容量が 80％を超えた場合、その旨を通知するメールが以下の場合に送付されます。 

・ご契約サーバ全体の Web/メールそれぞれの使用可能容量の 80％を超えた場合、管理者宛てにメール通知 

・メールユーザに設定された使用可能容量の 80％を超えた場合、メールユーザ宛てにメール通知 
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2.2. メールユーザ情報設定 

新規メールユーザの作成、変更、削除について解説します。 

メールユーザは、個人でメールボックスを持つ場合、管理者が各個人に対して割り当てます。 

管理者が作成したメールユーザは、管理者と比較して、制限された機能のみが利用できます。 

 

2.2.1. メールユーザ情報の追加 

①サイトマネージャーに「管理用 ID」でログインし、「メール管理」→「メールユーザ管理」→「メールユーザの登録・変更」を 

クリックします。 
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②以下の画面が表示されます。新規メールユーザの設定情報を入力し「新規登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③登録完了しましたら、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力項目 備考 

ユーザ名 メールアカウントを入力 

パスワード メールパスワードを入力 

コメント 説明などコメントが必要な場合は入力 

容量制限 ユーザのメールボックスの最大容量 
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2.2.2. メールユーザパスワードの変更 

①サイトマネージャーに「管理用 ID」でログインし、「メール管理」→「メールユーザ管理」→「メールユーザの登録・変更」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「メールユーザー一覧」より、対象のユーザーの「パスワード」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③以下の画面が表示されますので、新しいパスワードを設定し、「変更」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Copyright(c) Energia Communications,Inc. 10

④パスワード変更が完了すると、以下の画面が表示されます。 
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2.2.3. メールユーザ情報の削除 

①サイトマネージャーに「管理用 ID」でログインし、「メール管理」→「メールユーザ管理」→「メールユーザの登録・変更」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「メールユーザー一覧」より対象ユーザの「削除」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③以下の画面が表示されますので、注意事項を確認し、「削除」をクリックします。 
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④削除が完了すると、以下の画面が表示されます。 
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2.2.4. メール送信/受信の安定運用 

①メール送信/受信の安定運用の目安 

メールの送信／受信時、本サービスで安定運用を目的に制限を設けております。 

下記を超えた場合動作が不安定となる場合があります。 

 

 

 

 

②POP/IMAP 接続の安定運用の目安 

POP/IMAP メールの送信／受信時、安定運用を目的に制限を設けております。 

下記を超えた場合動作が不安定となる場合があります。 

 

 

 

 

2.2.5. メール送受信の制限について 

外部からの不正アクセスなど、悪意ある行為を防ぐための機能を搭載しています。 

メールの送受信時において、認証失敗が短時間に繰り返された場合、サーバへのアクセスを一時的に遮断します。 

一定時間内にひとつのサーバ IP アドレスにおけるメールの送受信数が、本サービスで定めた制限値を超えると、 

メール配送(送信/受信)が一定時間できなくなります。 

 

 

  

通常時 １００通／分 

１時間あたり １,０００通以下 

ユーザ単位 １００以下 

受信間隔 ３０分以上 
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2.3. ホームページの掲載 

ホームページの掲載方法について解説します。 

 

ホームページ自体の作成方法（HTML の作成方法や画像の準備方法など）につきましてはこちらで解説を 

行いませんので、必要な方はホームページ作成ソフトや書籍等をご用意ください。 

 

2.3.1. ホームページのアップロード 

ホームページの掲載（アップロード）には、FTP ソフトを利用します。FTP ソフトは管理者様でダウンロードしてください。 

ここでは、代表的な FTP ソフトのひとつである「FFFTP」を例に手順を説明いたします。 

その他の FTP ソフトでも、設定項目は同じですので、参考にしてください。 

 

事前に準備が必要なもの 

・FFFTP などの FTP ソフト（※ダウンロードが必要です） 

・登録通知書に記載されている「ドメイン名」 

・登録通知書に記載されている「管理用 ID」「管理用パスワード」、または「サイトマネージャー」より登録した 

「Web 特権ユーザ」の「ユーザー名」「パスワード」 

・アップロードするホームページのファイル(HTML など) 

 

FFFTP の設定 

①FFFTP を起動すると右の図の「ホスト一覧」画面が表示されますので、「新規ホスト」をクリックします。 
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②ホストの設定画面が表示されますので、「基本」タブより下記の必要項目を入力します。 
入力項目 備考 

ホストの設定名 任意。ホスト一覧に表示される見出しになります。 

ホスト名（アドレス） www.「ドメイン名」 

ユーザー名 「管理用 ID」または「Web 特権ユーザー」の「ユーザー名」 

パスワード/パスフレーズ 「管理用パスワード」または「Web 特権ユーザー」の「パスワード」 

ローカルの初期フォルダ アップロードするホームページの HTML の保管場所（フォルダー）を指定 

ホストの初期フォルダ /home/ ※ 

※ 2019/8/29 以前に SSL をご契約の場合、「/ssl/home」となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「拡張」タブの「PASV モードを使う」にチェックを入れます。 
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④「暗号化」タブの「暗号化なしで接続を許可」にチェックを入れ、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ホスト一覧に戻りますので、手順①～④で追加した設定を選択後、「接続」ボタンをクリックします。 
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※2 回目以降は以下の操作のみ行います。 

 

ファイルのアップロード 

接続に成功すると下の画面が表示されます。 

左半分が管理者のパソコンに保管されているホームページのデータです。 

右半分はサーバにアップロードされているファイルの一覧となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①左のファイルリストから、アップロードするファイルを選択し、「アップロード   」をクリックします。 

②選択したファイルリストが、右のサーバ側にも表示されればアップロード完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ブラウザで「http://www.【ドメイン名】/」にアクセスして、ホームページが表示されるかをご確認ください。 

 

  

パソコン サーバ 
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2.3.2. CGI・PHP・SSI の利用 

CGI・PHP・SSI の利用方法について説明いたします。 

CGI・PHP・SSI 自体の作成方法につきましてはこちらで解説を行いませんので、必要な方は書籍等をご用意ください。 

 

①対象ユーザ 

CGI・PHP を使用できるのは、サイト管理者(admin)・Web 特権ユーザーです。 

SSI を使用できるのは、サイト管理者(admin)・Web 特権ユーザー・Web ユーザーです。 

 

②設置ディレクトリ 
サイト管理者(admin)・Web 特権ユーザー 

 /home /cgi-bin /cgi-def 

CGI ○ ○ ○ 

PHP(モジュールタイプ) ○ × × 

PHP(CGI タイプ) ○ ○ ○ 

SSI ◎ × × 

 

Web 特権ユーザー 
 /home 

CGI × 

PHP(モジュールタイプ) × 

PHP(CGI タイプ) × 

SSI ○ 

※2019/08/29 以前に「クイック認証SSL」オプションサービスをご契約いただいた場合は /ssl ディレクトリーの中に SSL コンテンツ用の home ・cgi-

bin・cgi-def ディレクトリーが作られます。そちらのディレクトリーについても上記の表と同じように動作します。 

 

③CGI の対応言語 

CGI の言語は Perl・Ruby・C 言語・シェルスクリプト・Python・PHP に対応しています。 
プログラム バージョン パス 

Perl 5.10 
/usr/bin/perl 

/usr/local/bin/perl 

Ruby 2.0.0 /usr/bin/ruby 

Python 2.6.6 /usr/bin/python 

PHP 
5.1/5.3/5.6/7.2（CGI モード） 

5.6（モジュールモード） 
/usr/local/bin/php 

 

/home・/ssl/home ディレクトリー内に CGI を置く場合、CGI の実行ファイル(プログラムファイル)の拡張子を.cgi にする

必要がございます。.cgi 以外の拡張子のファイルは CGI として実行されません。 

 

/cgi-bin・/cgi-def・/ssl/cgi-bin・/ssl/cgi-def ディレクトリー内では、拡張子にかかわらずすべてのファイルが CGI の実

行ファイルとして扱われますので、拡張子に制限はございません。 

 

④CGI の設置方法 

CGI の設置方法はホームページのアップロードと同じです。 

また、アップロードしたファイルには実行権限をつける必要があります。 

 

CGI アップロードディレクトリ : 「※②設置ディレクトリ」を参照  
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CGI へ実行権限をつける方法 

①該当の CGI ファイルを選択し、マウスの右ボタンをクリック後、メニューが表示されますので、「属性変更」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②属性変更画面が表示されますので、「属性設定について」の通りにチェックをつけて「OK」を押してください。 

その他の権限は、必要に応じて設定して下さい。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

属性設定について(推奨値) 

所有者名 設定値 

オーナー 「呼出」、「書込」、「実行」 

グループ なし 

その他 なし 

CGI で利用する PATH 

Perl /usr/bin/perl 

/cgi-bin 
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2.3.3. php.ini の編集 

 

PHP7.2 CGI タイプおよび PHP5.6 CGI タイプをご利用時に、PHP 各種設定値（php.ini）を編集することができま

す。 

＜ご注意＞ 

php.ini 編集設定は上級者向けの機能です。お客さま責任の元ご利用ください。 

編集後、動作不具合が発生しても一切の責任を負いかねます。 

 

サイトマネージャーにログインし、「CGI 管理」>「php.ini 編集」をクリックします。 

PHP バージョンを選択し、「編集」ボタンをクリックします。 
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編集画面で設定値を変更したい項目と設定値を入力します。その後、確認し完了してください。 

指定した項目の設定値が上書きされます。 

編集設定した内容を削除するとデフォルト値に戻ります。 
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2.3.4. WordPress のインストール 

WordPress のサイトマネージャーを利用した簡易インストール方法について説明いたします。 

WordPress の手動インストールおよび WordPress 自体の利用方法につきましてはこちらで解説を行いませんので、必

要な方は書籍等をご用意ください。 

 

インストールの流れ 

① PHP バージョンの切り替え 

② WordPress インストール先選択 

③ MySQL の On 

④ WordPress セットアップ 

 

① PHP バージョンの切り替え 

サイトマネージャー（http://（ドメインまたは IP アドレス）:8080/）にログインし、左メニューの「CGI 管理」 > 「PHP

バージョンの切り替え」をクリックします。 

最新の PHP バージョンが設定されていない場合、最新の PHP バージョンを選択し、「設定」をクリックします。 

最新の PHP バージョンが既に設定されている場合、本手順は不要です。 

 
 

② WordPress インストール先選択 

「WordPress」 > 「WordPress インストール」をクリックします。 

インストール先フォルダ名を指定し、「インストール」をクリックします。フォルダ名は入力必須なので必ず指定してください。 
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インストール先を確認し、「インストールする」をクリックします。 

 
 

インストールが完了すると、セットアップ URL が表示されますので、控えておいてください。 

「④ WordPress セットアップ」で必要になります。 

 

③ MySQL の有効化 

 
「5.2.MySQL の有効化」を参照し、MySQL を使用できるように設定します。 

「④ WordPress セットアップ」で、使用する DB のデータベース名、ユーザ名、パスワードが必要なため、控えておいてくだ

さい。初期の DB パスワードはサイト管理者（admin）のパスワードと同一です。 
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④ WordPress セットアップ 

「② WordPress インストール先選択」で控えておいた URL をブラウザに入力しアクセスします。「さあ始めましょう!」をク

リックします。 

 
「③ MySQL の On」で控えておいた、データベース名、ユーザ名、パスワードを入力します。 

すべての項目を入力後、「送信」をクリックします。 

 
 

データベースに接続できることが確認されると、下記の画面が表示されるので、「インストール実行」をクリックしてください。 

 
※「データベース接続確立エラー」と表示される場合は、サイトマネージャー上でデータベースがオンになっていること、または

データベース名、ユーザー名、パスワードの値が正しいか再度確認してください。 

 

 

 

 

 

WordPress の基本的な設定内容を入力します。すべて入力したら「WordPress をインストール」をクリックしてください。 
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WordPress のインストールが完了しました。 

「ログイン」ボタンをクリックして管理画面に移動してください。 

 
 

ユーザー名、パスワードを入力し、ログインします。 
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ログインに成功し、管理画面が表示されることを確認します。 

 
 

以上で WordPress のインストールは終了です。 

 

WordPress の管理画面の URL は以下になります。次回以降はこちらから管理画面へアクセスしてください。 

http://お客さまドメイン/指定したフォルダ名/wp-admin/ 
※指定したフォルダ名:「② WordPress インストール先選択」にて指定したフォルダ名 
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2.3.5. WordPress のセキュリティ 
 

① WordPress の更新 

WordPress では脆弱性に対しての更新が頻繁に行われています。脆弱性対策のために WordPress 本体、プラグイ

ン、テーマのバージョンを最新にすることを推奨します。 

 

初期設定 
対象 自動更新 備考 

（WordPress 本体） 

メジャーバージョン 

無効 機能追加などの更新 

（例4.9.x） 

（WordPress 本体） 

マイナーバージョン 

有効 セキュリティに関する更新 

（例 x.x.4） 

プラグイン 無効  

テーマ 無効  

翻訳 有効  

※自動更新が無効となっているものについては、バックアップを取得後にバージョンアップを実施することを推奨します。 

 

メジャーバージョンアップについて 

バージョンアップは手動で実施する必要があります。 

WordPress の管理画面（http://お客さまドメイン/指定したフォルダ名/wp-admin/）にログインし、メニューから「更

新」を選択すると「WordPress の更新」ページが開きます。「今すぐ更新」をクリックすると開始します。 

 
 

マイナーバージョンアップについて 

バージョンアップは自動で実施されます。セキュリティ上、初期設定のままでのご利用を推奨します。 
運用上、自動更新を停止したい場合は wp-config.php に下記を追加 

define( ‘AUTOMATIC_UPDATER_DISABLED’, true ); 

※自動更新の停止設定は、セキュリティリスクを伴います。 
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プラグインのバージョンアップについて 

メニューから「更新」を選択すると「WordPress の更新」ページが開きます。画面を下にスクロールするとプラグインの情報

が表示されます。 

現在の WordPress のバージョンとの互換性が 100%になっていることを確認し、チェックボックスを ON にした後、「プラグ

インを更新」をクリックすると開始します。 

 
 

テーマのバージョンアップについて 

メニューから「更新」を選択すると「WordPress の更新」ページが開きます。画面を下にスクロールするとテーマの情報が表

示されます。 

チェックボックスを ON にした後、「テーマを更新」をクリックすると開始します。 
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2.4. サーバの設定 

サーバ自体の設定項目、またはサーバ利用者全員に反映される設定項目について解説します。 

 

2.4.1. ウイルスチェック 
お客さまドメインで送受信された全てのメールで、ウイルスチェックが実行されます。 

ここでは、ウイルスを検知した場合のサーバ動作を設定することができます。 

 

①「メール管理」→「ウィルスチェック」→「警告メールの送信 ON-OFF」をクリックします。 

②「ウイルスメール検知レポート送信」「警告メール送信」各項目について ON、OFF を選択し、 

「変更する」をクリックします。 
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2.4.2. 迷惑メールフィルタ管理 

ご契約 IP アドレス内のメールアドレス宛に配送されるメールに対して、迷惑メールのチェックを行います。 

迷惑メールと判定されたメー ルは、メールのヘッダに迷惑メールであることが記載されます。 

また、お客さまの設定により題名(Subject)への指定文字列の追加が可能です。 

 

①「メール管理」→「迷惑メールフィルタ管理」→「迷惑メールフィルタ ON-OFF」をクリックし、 

「設定」項目設定後に「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[設定項目] 

№ 設定値 備考 

1 ON 

ヘッダ追加、題名(Subject)への 

指定文字列追加なしに設定する。 

サーバにおいて、迷惑メールのチェックを行います。 

全てのメールのヘッダ行に「X-Spam-Scan: through」が追加されます。 

受信したメールが迷惑メールと判定された場合は 「X-Spam-Flag: yes」が 

ヘッダ行に追加されます。 

2 ON 

ヘッダ追加、題名(Subject)への 

指定文字列追加ありに設定する。 

サーバにおいて迷惑メールのチェックを行います。 

全てのメールのヘッダ行に「X-Spam-Scan: through」が追加されます。 

受信したメールが迷惑メールと判定された場合は 「X-Spam-Flag: yes」が 

ヘッダ行に追加され、題名の先頭にお客さまご指定の文字列を付加します。 

題名に付加する指定文字列には、「A-Z a-z 0-9 . _ - = [ ] { } + # ^ ! ?」が 

使用可能となり、文字数は半角で 15 文字以内です。 

3 OFF 

迷惑メールチェックなしに設定する。 

サーバにおいて、迷惑メールのチェックを行いません。 
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2.4.3. 迷惑メール隔離設定 

迷惑メール隔離設定とは、迷惑メールフィルタで迷惑メールと判定したメールを隔離する設定です。 

 

①「メール管理」→「迷惑メールフィルタ管理」→「迷惑メール隔離設定」をクリックします。 

②対象ユーザの「隔離する」「隔離しない」を選択し「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[仕様] 

№ 説明/備考 
1 メールユーザの新規登録時には、デフォルトで迷惑メール隔離機能が「ON」で設定されます。 

2 隔離されたメールは、メールボックスの「MEIWAKU」フォルダに一定期間(14 日)保存され、自動削除されます。 

3 MEIWAKU フォルダ内に隔離されているメールにつきましても、メールユーザの使用容量に含まれますので、 

残り使用可能容量にご注意ください。 

4 隔離され、MEIWAKU フォルダに保存されたメールは、POP3 経由では取得できません。  

Web メール(Denbun)または、IMAP4 経由で取得してください。 

5 メールが隔離された場合、自動返信およびメール転送は行われません。 

6 メーリングリスト宛の迷惑メールは隔離できませんが、メンバーに対しては、次の 2 パターンの動作となります。 

①自ドメインのメールアドレスメンバー:各自のメールボックスに届くときに隔離が行われます。 

②外部ドメインのメールアドレスのメンバー:迷惑メールの判定は行われますが隔離は行われません。 

7 必要なメールが迷惑メールと判断され、隔離される可能性がございます。 

8 迷惑メールフィルタが「ON」の場合のみ有効です。 

9 迷惑メール隔離設定を行った後、迷惑メールフィルタを「OFF」にすると、メールユーザ毎の設定内容は全て失われます。 

10 管理者は、サイトマネージャーより全アカウント隔離設定を行うことができます。 
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2.4.4. ウェブのアクセス制限 

公開中のホームページにパスワードや接続元によるアクセス制限をかける方法について解説します。 

 

①「WEB&FTP 管理」→「アクセス制御」→「Web アクセス制御」をクリックします。 

②アクセス制限を掛けたいディレクトリ名を指定し「入力」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指定したディレクトリにお客様が設置した「.htaccess」ファイルが置かれている場合や、書式が正しくない「.htpasswd」

ファイルが置かれている場合は、このツールをご利用になることは出来ません。 

 

アクセス制限の設定を行うと制限をかけたディレクトリに「.htaccess」や「.htpasswd」ファイルが作成されますが、 

このファイルは削除・変更しないでください。 正常に動作しなくなる可能性があります。 
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③アクセス制御の方式を選択し、「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[設定項目] 

№ 設定値 備考 

1 パスワード認証によるアクセス制御 Web へのアクセスをパスワードにより制御する場合に選択します。 

こちらを選択すると、次の画面にユーザ登録画面が現れます。 

2 アクセス元のアドレスによるアクセス制御 Web へのアクセスを、IP アドレスまたはドメインで制御する場合に選択します。 

「制限のポリシー」を選択→指定する「IP アドレス」または「ドメイン名」を指定します。 
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2.4.5. FTP のアクセス制御 

FTP に接続元によるアクセス制限をかける方法について解説します。 

 

①「WEB&FTP 管理」→「アクセス制御」→「FTP アクセス制御」をクリックします。 

②アクセス制限を掛けたいディレクトリ名を指定し「入力」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス制限の設定を行うと制限をかけたディレクトリに「.ftpaccess」ファイルが作成されますが、 

このファイルは削除・変更しないでください。正常に動作しなくなる可能性があります。 
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③アクセス制御の方式を選択し、「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[設定項目] 

№ 設定値 備考 

1 アクセス元のアドレスによるアクセス制御 FTP のアクセスを IP アドレスまたはドメインで制御する場合に選択します。 

「制限のポリシー」を選択→指定する「IP アドレス」または「ドメイン名」を指定します。 
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2.4.6. AnonymousFTP の設定 

匿名でファイルのダウンロードが行える「AnonymousFTP 機能」を利用できます。 

デフォルトでは AnonymousFTP 機能は OFF(無効)に設定されていますので、 使用する場合は管理ツールの 

サイトマネージャーで ON に設定する必要があります。 

 

①「WEB&FTP 管理」→「AnonymousFTP」→「AnonymousFTP ON-OFF」をクリックします。 

②「ON」か「OFF」を選択し、「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[仕様] 

№ 説明/備考 
1 AnonymousFTP でダウンロード出来るファイルは、/anonymous ディレクトリに置かれているファイルです。 

2 /anonymous ディレクトリへのファイルのアップロードは管理者だけが行えるようになっています。 

3 /anonymous ディレクトリ内にサブディレクトリを作成し、その中にファイルを設置することも可能です。 

4 AnonymousFTP のアカウント名は anonymous です。このアカウント名を使用してサーバに FTP 接続すると、 

/anonymous ディレクトリに置かれているファイルをダウンロードすることができます。 

5 AnonymousFTP でファイルのアップロードや、削除・ファイル名の変更などを行うことはできません。 
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2.4.7. メーリングリスト管理 

メーリングリストの登録方法について解説します。 

 

①「メール管理」→「メールユーザ管理」→「メーリングリストの登録・変更」をクリックします。 

②「メーリングリスト名」、各種ポリシーおよび初期メンバーを登録し「新規登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[仕様] 

№ 説明/備考 
1 メーリングリストのアドレスは、[メーリングリスト名]@[ドメイン]となります。 

2 管理者(admin)や、作成されているメールユーザと同じ名前のメーリングリストは作成できません。 

3 1 契約につき、50 個のメーリングリストを作成することができます。 

また、1 つのメーリングリストにつき、 200 個のメールアドレスをメンバーとして登録することができます。 

4 メーリングリストに対して、別のメーリングリストからの投稿はできません。 
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2.4.8. 独自 SSL 

独自 SSL 機能について解説します。 

本機能は、お客様が作成した CSR 鍵を使用して取得された SSL サーバ証明書（独自 SSL）をサーバに設定し、

Web サイトとサイト来訪者の通信を暗号化することができます。 

また、CSR の作成から SSL サーバ証明書の取得、サーバへの設定まで弊社がワンストップで行うサービスもご用意してお

ります。詳細はサポート窓口にご確認ください。 

独自 SSL ご利用までの大きな流れは以下となります。 

 

① CSR の作成 

 
 

・ お客様の組織名、所在地、サーバの URL (コモンネーム）などを記入し、[作成ボタン] をクリックしてください。 

・ CSR は、ダウンロード時に指定したフォルダに保存されます。「メモ帳」などのテキスト・エディターで作成した CSR 

のファイルを開き、 中身を確認してください。 

・ ここで作成した CSR (証明書署名要求) と受付番号の組み合わせは、SSL をサーバへ設定するときに必要と

なります。CSR ファイルは SSL の設定が完了するまで必ず大切に保管してください。 
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次のようなファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ SSL サーバ証明書の取得申請 

お客様ご自身で、認証局へ SSL サーバ証明書の申請をしてください。 

申請方法の詳細は、各認証局の Web サイトなどをご確認ください。 

 

申請時には、作成した CSR の他にサーバの種類を合わせて申請する必要があります。次の情報を参考に申請してく

ださい。 

 

・Apache（mod_ssl） 

・Apache Freeware with SSLeay 

 

  

CSR(証明書署名要求)を受付番号『XXXX』にて、作成いたしました。 

CSRに組み込まれている情報は以下の通りです。 

コモンネーム：XXXXXXXXXX 

団体名：XXXXXXXXXXXX 

部署名： 

国名：JP 

都道府県名：XXXXX 

市区町村名：XXXXXXXXX 

 

《注意事項》 

※CSRをCA(認証局)へ送付する際は、 

『 -----BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- 』～『 -----END CERTIFICATE REQUEST----- 』 

を含んだ内容を送付して下さい。 

※CAにてデジタル署名を受けた公開鍵を弊社へ送る際は、受付番号『XXXX』を同時にお送り下さい。 

※このファイルは、重要な情報を含んでおりますので大切に保管して下さい。 

 

以下の内容でCSR作成いたしました。 

 

-----BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- 

MIIBxjCCAS8CAQAwgYUxCzAJBgNVBAYTAkpQMQ4wDAYDVQQIEwVvc2FrYTEOMAwG 

A1UEBxMFb3Nha2ExEDAOBgNVBAoTB3V0YW11cmExGzAZBgNVBAMTEmZ2LnZoMi5h 

cmVuYS5uZS5qcDEnMCUGCSqGSIb3DQEJARYYYWRtaW5AZnYudmgyLmFyZW5hLm5l 

LmpwMIGfMA0GCSqGSIb3DQEBAQUAA4GNADCBiQKBgQC7m03pQif3o1TSotoaYCkc 

6/dPwFSXiKMi4x3eyuB9UG0uWd2DtdNlDiql0zFsy87yUqfpbjwN1CnpcJAAyfsP 

zPVspeo1QtI87Fr4YgZzqexlsbbmdPUBszDxo/oN1d7AivXTLR1Uf30pWeHQkXxB 

XRLDolrimV4PMDqKaYn1LwIDAQABoAAwDQYJKoZIhvcNAQEEBQADgYEAdUsEhRwW 

cK85uvZDO9GVZ3gT+IpXTYdIOs3sunwutD8lAE81i5oidSVSWHmDm5Wdi0FAWXG5 

Vljwv0foFga/KdpuaOVTdFYa4xg+tZ+UBIoShT0hh/409DXeq7yDps5JZtSYc1R3 

r7HTDP6KwCyIUuIiwrvSKAn7jLQLP0Gqv2I= 

-----END CERTIFICATE REQUEST----- 
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④ 取得した証明書をサーバへ設定 

 
 

SSL 証明書と中間証明書をコピー＆ペーストでそれぞれの欄に入力します。 

秘密鍵の入力については基本的に「受付番号から秘密鍵を登録する」を選択し、[ ■受付番号 ] 欄に受付番号

を入力するようにしてください。 

 

【受付番号について】 
受付番号は「CSR の作成」の段階で作成し、SSL サーバ証明書の申請時に利用した CSR のファイルから取得してください。 

＊SSL サーバ証明書の申請時に利用した CSR と、その CSR ファイルに記載されている受付番号の組み合わせが一致している

必要があります。 

＊受付番号（CSR ファイル）を紛失された場合、お手数ではございますが今一度「CSR の作成」で新しい CSR と受付番号の組

み合わせを取得し、新しい CSR で SSL サーバ証明書の「再発行」を行ってから証明書の設定に進んでください。 
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2.4.9. HTTPS ドキュメントルート統合 

HTTPS ドキュメントルート統合機能について解説します。 

 

本機能は、2019/08/29 以前にクイック SSL 認証をご契約のお客様のみが対象の機能となります。 

2019/08/29 以前にクイック SSL 認証（設置のみも含む）をご契約されたお客様の場合、HTTPS の設置先が、

「/ssl/home」となっております。 

 

本機能を実行すると、ドキュメントルートを「/home」に統一し、HTTPS 専用ディレクトリ「/ssl」とその配下のディレクトリの

利用を停止します。 

これにより、http://と https://のどちらでアクセスした場合にも「/home」をドキュメントルートとする同一の Web サイトを

表示することができます。 

 

統合後は、「/ssl」配下にあったディレクトリは/data/ssl.YYYYMMDDhhmmss にリネームされて移動されます。 

一度変更すると元に戻すことはできません。 

 

統合前後のディレクトリイメージ 

統合前    統合後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

移動 & リネーム 
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2.4.8.1 事前作業 

 HTTPS 用のコンテンツが HTTP でも表示できるよう、「/ssl」配下の Web コンテンツを「/home」や「/cgi-bin」など

のディレクトリにコピーしておきます。 

 http://でアクセスされた際に、https://へリダイレクトさせる設定を削除します。 

ホームディレクトリ→／SSL へリダイレクト設定している場合、ドキュメントルート統合後は/SSL ディレクトリが削除さ

れるためリダイレクトができず、ループが発生いたします。リダイレクト設定をしている場合は、統合前にリダイレクト設

定解除が必要です。 

 その他、「/ssl」のディレクトリを使用する設定となっている箇所があれば修正を行います。 

 

2.4.8.2 サイトマネージャからディレクトリ統合を実施 

①「WEB＆FTP 管理」→「HTTP/HTTPS のディレクトリ統合」をクリックします。 
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②「上記注意事項に同意し、HTTP/HTTPS のディレクトリ統合を実行します」にチェックします。 

③「統合する」をクリックします。 

 
 

 
以上で統合作業は完了です。 
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2.5. アクセスログについて 

 

2.5.1. アクセスログ 
ホームページ関連のログとしては、Web のアクセスログと、エラーログを見ることができます。  

Web アクセスログ・Web エラーログは、Apache が出力したテキスト形式の生ログです。 

また、Web のアクセスログを集計して HTML 形式で統計情報を表示するログ解析も行えます。 

複数のドメインを設定されている場合、子ドメインのアクセスログ/エラーログは生成されず、親ドメインのログファイルに 

記録されます。 

アクセスログ解析も同様に、子ドメインのものについては親ドメインのアクセスログ解析の中に含まれます。  

 

ログファイルはサーバの/log ディレクトリ内に保存されます。 

/log ディレクトリ内はさらに/log/www と/log/ftp に分かれており、/log/www に Web のログ、 

/log/ftp に FTP のログが保存されます。 

 

生ログのログファイルは 1 日分ごとに 1 つのファイルにまとめられ、あらかじめ設定されている保存日数分がサーバに保存されます。 

設定されている日数が経過したログファイルはサーバから自動的に削除され、参照することは出来なくなります。 

ただし、ログ解析だけは保存日数の設定に関わらず過去 12 か月分のログが保存されます。 

 

2.5.2. アクセスログの保存期間 

生ログのログファイルは 1 日分ごとに 1 つのファイルにまとめられ、あらかじめ設定されている保存日数分がサーバに保存されます。 

設定されている日数が経過したログファイルはサーバから自動的に削除され、参照することは出来なくなります。 

ただし、 ログ解析だけは保存日数の設定に関わらず過去 12 か月分のログが保存されます。  

保存日数は 0 日～40 日の範囲で、任意に設定する事ができます。 

①「WEB＆FTP 管理」→「ログファイル」→「ログの保存日数」をクリックします。 

②「保存日数」を選択し「設定」をクリックします。 
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2.5.3. 直近のアクセスログの参照 

管理ツールでは、最新 10～500 件の生ログを参照することができます。 

 

①「WEB＆FTP 管理」→「ログファイル」→「最新ログ表示」をクリックします。 

②「ログファイルの種類」「表示する行数」を選択し「表示」をクリックします。 
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3. メールマネージャー 
ここでは、メールユーザ向けの操作について解説いたします。 

メールマネージャーは「メールユーザ」のみ利用可能です。 

 

①登録通知書に記載されている「管理画面 URL」にブラウザでアクセスします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②メールユーザの権限で管理画面にログインする場合、「メールマネージャー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

③「手順 2.2 メールユーザ情報設定」で登録したメールユーザの「メールユーザＩＤ」「メールユーザパスワード」を 

入力し「ＯＫ」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力項目 備考 

ユーザ名 メールユーザＩＤ 

パスワード メールユーザパスワード 
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④メールユーザが設定できる項目が左メニューに表示されます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種別 項目 網掛けの意味 

 Web メール v3 

 

サードパーティー製のアプリケーションです。 

ご利用の際は、オンラインマニュアルを参照し、 

利用者様自身の責任においてご利用ください。 
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3.1. メールアカウント管理 

 

3.1.1. パスワードの変更 
①「メールアカウント管理」→「パスワードの変更」をクリックします。 

②新しいパスワードを入力して「変更」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.2. ディスク容量確認 

①「メールアカウント管理」→「ディスク容量確認」をクリックします。 

②ディスクの空き容量、使用量が表示されます。 
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3.1.3. メール転送設定 

メール転送とは、受信したメールを自動で指定したメールアドレスへ送信する機能です。 
 

①「メールアカウント管理」→「メール転送設定」をクリックします。 

②転送先のメールアドレスを登録して、「転送設定を行う」をクリックします。 
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3.1.4. メール自動返信 

自動返信とは、メールを受信した際に、あらかじめ作成した返信用のメールを送信者に自動で返信する機能です。 
 

①「メールアカウント管理」→「メール自動返信設定」をクリックします。 

②「自動返信」「送信間隔」「件名」「本文」を入力して、「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

[設定項目] 

№ 設定値 備考 

1 自動返信機能の ON/OFF メール自動返信機能を使用するかどうかを設定します。 

2 送信間隔の設定 同じ宛先に何度も自動返信メールを送る場合、設定した時間が経過するまで 

次の自動返信メールを送信しません。 

10 分～23 時間50 分の範囲でお好みの送信間隔を選択して下さい。 

3 件名の変更 自動返信メールの件名を 

【「Re: (届いたメールの件名)」にする。】 

【任意の内容を設定する。】 

の 2 タイプから選択できます。 

任意の内容を設定する場合は、お客さまにて設定する件名を入力して下さい。 

4 本文の入力 自動返信メールの本文を入力して下さい。  

文章の⾧さは最大で 4KB（半角4096 文字、全角2048 文字）まで登録できます。 
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4. Web メール 
 

4.1. Web メールとは 

Web メールをご利用いただくことで、本サービスのメールアドレスを用いて、ブラウザ上からメールの送受信を行えます。  

そのためインターネットへの接続環境がある場所ならば、どこからでもメールの送受信が利用可能です。 

また、携帯電話・スマートフォン・タブレット PC からもメールの送受信を行うことができます。 

 
※ブラウザの Cookie の設定が、「Cookie を無効にする」設定になっている場合、本製品は正常に動作いたしません。 

「すべて受け入れる」または「受け入れる前に警告(ダイアログ)を表示する」の設定になっていることをご確認ください。 

※ブラウザの javascript 機能を有効にしなければ正しく動作しません。 

 

 

4.2. Web メールのインストール 

サイトマネージャーで Web メールをインストールします。 

 

①登録通知書に記載されている「管理画面 URL」にブラウザでアクセスし、管理画面が表示される事確認します。 
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②管理者権限で管理画面にログインする場合、「サイトマネージャー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

③登録通知書に記載されている「管理用ＩＤ」「管理用パスワード」を入力し「ＯＫ」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④管理者が設定できる項目が左メニューに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力項目 備考 

ユーザ名 管理用ID 

パスワード 管理用パスワード 
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⑤「WEB&FTP 管理」→「Web メール管理」→「Web メール v3 インストール」をクリックします。 

⑥「インストール」をクリックすると Web メールがインストールされます。 
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⑦インストールが成功すると、以下の画面(インストール成功)が表示されます。 
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4.3. Web メールのログイン・設定 

Web メール(Denbun)画面を表示するには、以下の URL にアクセスします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ログイン ID・パスワードは、ユーザの「メールユーザＩＤ」「メールユーザパスワード」を入力し、「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②以下の画面が表示された場合は、「新規登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対応端末 URL  

パソコン 

スマートフォン 

http://www.ドメイン名/WEBMAIL/dnwml3/dnwmljs.cgi 

携帯電話 http://www.ドメイン名/WEBMAIL/dnmwml3/dnmwml.cgi 

入力項目 備考 

ユーザ名 メールユーザＩＤ 

パスワード メールユーザパスワード 
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③ログインに成功すると、以下の画面(個人情報設定)が表示されます。 

④「メールアドレス」に、必ずご自身のメールアドレスを入力してください。 

⑤「OK」をクリックします。 

⑥「メール」をクリックすると、Web メールの画面が表示されます。 
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4.4. メール受信 

「受信」をクリックすると、最新の受信ボックスの状態が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「受信」をクリックすることで、クライアント側(お手元のパソコン等)にメールが取り込まれることはありません。 

 

迷惑メールと判断されたメールは「MEIWAKU」フォルダに格納されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※サイトマネージャーの設定により、迷惑メール設定が「OFF」または「隔離しない」になっている場合は、 

「MEIWAKU」フォルダにメールは入りません。 
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4.5. メール送信 

 

①「作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「宛先」「件名」「本文」を入力します。 
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③添付ファイルを送付することができます。左下にある「選択」をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

添付したいファイルを以下の画面へドロップするか、エクスプローラーからファイルを選択する場合は 

「クリックしてファイルを選択してください」をクリックして添付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 通の容量がエンコード後に 20MB を超えるメールは配送できません。 

※圧縮前のデータサイズが 100MB 以上の添付ファイルは、圧縮後のデータサイズがエンコード後 20MB 以下であっても 

送信できません。サイズの大きなメールを送受信する場合は、分割送信機能のあるメールクライアントで 1 通あたりの容量が 

少なくなるように分割して送受信してください。 
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④「送信」をクリックすると、作成したメールが送信されます。 
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5. MySQL 
 

5.1. MySQL とは 

MySQL をご利用いただくことで、本サービスよりデータベースを管理する事が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[注意事項] 

№ 説明/備考 

パスワードについて 

1 MySQL の初期パスワードは、サイト管理者(admin アカウント)のパスワードと同一です。 

2 MySQL パスワードの変更は、データベース管理ツール(phpMyAdmin)より行ってください。 

3 MySQL パスワードを忘れてしまった場合は、「MySQL パスワード初期化」から初期化してください。 

4 データベースがすべて OFF の状態から ON に設定した場合、パスワードはサイト管理者(admin アカウント)と同一の 

パスワードに初期化されます。 

データベースについて 

1 データベースの容量が超過すると、データの追加や変更が行えなくなります。定期的に使用容量のご確認および不要データの削除を 

お願いします。 

2 データベースの初期化は、該当のデータベースが OFF になっている場合のみ実行可能です。 

3 データベース名およびデータベースのユーザー名の変更はできません。 

4 データベースおよび phpMyAdmin の具体的な使用方法は、サポート対象外となります。 

5 この画面の「使用容量」表示は 1(MB)単位で表示されるため、実際の使用容量とは若干異なります。 
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5.2. MySQL の有効化 

サイトマネージャーで MySQL を有効化します。 

①「WEB&FTP 管理」→「MySQL 管理」→「MySQL の ON-OFF」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②使用したい対象のデータベースの「ON/OFF」を「ON にする」を選択し、「設定」をクリック後、 

  「使用容量」が表示される事を確認します。 
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5.3. MySQL の管理 

サイトマネージャーで MySQL の管理をします。 

①「WEB&FTP 管理」→「MySQL 管理」→「MySQL の ON-OFF」をクリックし、 

「データベース管理ツール」の「phpMyAdmin を開く」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「phpMyAdmin」画面でユーザ名・パスワードは、ユーザの「データベース名 xx のユーザ名」「管理用パスワード」を 

入力し、「実行する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入力項目 備考 

ユーザ名 データベース名 xx のユーザ名 

パスワード 管理用パスワード 
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③「phpMyAdmin」のメイン画面が表示されます。 
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5.4. MySQL パスワードの初期化 

サイトマネージャーで MySQL のパスワードの初期化をします。 

 

①「WEB&FTP 管理」→「MySQL 管理」→「MySQL のパスワード初期化」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「サイト管理者(admin アカウント)と同じパスワードに初期化する。」をチェックし、「確認」をクリックし、 

初期化確認画面が表示されますので「初期化」をクリック後、初期化完了画面が表示されます。 
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6. バックアップマネージャーの設定 
 

6.1. バックアップマネージャーのログイン 

 

①バックアップマネージャー「https://backup.etius.jp/ENECOM/login」にアクセスします。 

②「アカウント名」「パスワード」を入力し「ログイン」をクリックします。 
※「アカウント名」「パスワード」は、「バックアップオプション登録通知書」に記載されている「ID・パスワード」を入力します。 
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6.2. スケジュール設定 

 

①「バックアップメニュー」-「スケジュール設定」画面では、どのタイミングでバックアップを行うかの設定を行います。 

「編集」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②バックアップを行うスケジュールを選択し「設定」ボタンをクリックします。 
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6.3. バックアップデータ管理 

 

バックアップの設定が表示されます。 

 

バックアップの設定を保護する場合:対象のバックアップデータの「保護」をクリックします。 

バックアップの設定を削除する場合:対象のバックアップデータの「削除」をクリックします。 
※バックアップが保護された状態の場合、削除はできません。 
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6.4. FTP アカウント設定 

 

バックアップファイルが存在するサーバに FTP 接続するためのアカウント名・パスワードを設定します。 

 

①「アカウント管理」→「FTP アカウント設定」→「編集」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「アカウント名」と「パスワード」を入力します。 

ステータスの「有効にする」にチェックを入れ、よろしければ「設定」をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※アカウント名は「入力した文字列@表示されている IP アドレス」になります。 
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6.5. バックアップマネージャーアカウント設定 

 

FTP アカウントのパスワードを変更することができます。 

 

①「アカウント管理」→「バックアップマネージャーアカウント設定」を選択します。 

②「新しいパスワード」と「新しいパスワード(確認用)」に同一のパスワードを入力し、「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Copyright(c) Energia Communications,Inc. 71

6.6. FTP 接続・ダウンロード 

 

FTP ソフトを利用してバックアップファイルを取得します。ここでは FFFTP を使用しています。 

 

①FFFTP を起動し、「新規ホスト」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「基本」タブの「ホストの設定名」には「任意の名前」、「ホスト名(アドレス)」には「restore.etius.jp」と入力します。 

「ユーザ名」は「FTP アカウント名」、「パスワード/パスフレーズ」は「FTP パスワード」を入力し、 

よろしければ「OK」をクリックします。 
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③「ホストの設定名」で入力した名前をクリックし「接続」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④FTPS で設定されている場合、以下の画面が表示されます。「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤全てのバックアップファイルを取得する場合は、バックアップファイルのディレクトリ名を選択し、 

ダウンロード「  」をクリックします。 
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⑥ディレクトリ名フォルダ配下には、細かくフォルダが分かれています。 

必要なデータを選択し、ダウンロード「  」をクリックし、ダウンロードすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各フォルダに格納されているデータ一覧 

フォルダ名 格納データ 

CONFIG_BACKUP メールユーザ、Web ユーザ 

FTP_BACKUP Web 領域のファイル 

MAIL_BACKUP 各ユーザのメール 

MYSQL_BACKUP データベース(MySQL) 
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7. 保守、サポートについて 
 

7.1. 保守 

保守範囲や OS のアップデート（一部アプリケーションも含む）、それに伴うサーバ停止についてご説明いたします。 

 

7.1.1. 保守と保守範囲について 
サーバ監視、ハードウェア故障対応は 24 時間 365 日行います。 
ハードウェアに起因する故障や不具合の場合、発見後、速やかに修理または交換で対応いたします。 
ソフトウェアに起因する故障や不具合の場合、対象が OS やプリインストールされているアプリケーション等に関しましては、 

連絡受付後、速やかに復旧作業を開始いたします。 
※お客様自身が設置されたアプリケーションに関しましては弊社保守対象外ですのでご理解ください。 

 

7.1.2. アップデート 

OS アップデート、各種セキュリティパッチは随時行われます。 

お客様自身で設置されたアプリケーションのアップデートは、弊社では行いませんので、お客様の責任においてアップデートし

ていただく必要があります。 

 

7.1.3. サービス停止 

サービス停止が発生する場合は、原則 2 営業日前までにメールにてお知らせします。 

 

7.2. サポートについて 

サポートの方法、範囲、時間等をご説明いたします。 

 

7.2.1. サポートの受付方法と時間 

サポートは、電話および電子メールにて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2.2. サポート範囲 

サポート対象の範囲と内容については以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 

  

サポートの種類 受付時間/連絡先 

技術的なサポート 受付時間:平日9:00～12:00／13:00～17:20 

※土日祝祭日、年末年始、および弊社が定めた休日はお休みとなります。 

電話番号:050-5526-1107 

電子メール:webmaster@urban.ne.jp 

契約関係のサポート 受付時間:平日9:00～17:00 

※土日祝祭日、年末年始、および弊社が定めた休日はお休みとなります。 

電話番号:082-548-8052 

電子メール:sales@urban.ne.jp 

サポート範囲 サポート内容 

サポート対象 管理画面の基本操作、ホームページの開設方法、メールソフトの設定方法、 

各種エラーメッセージについてのサポートや不具合対応 

サポート対象外 CGI/データベース/PHP などの使い方、サードパーティー製の各種アプリケーションの利用方法、 

お客様自身が設置されたアプリケーション 
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8. サービスの終了について 
本サービスは、機器の老朽化や、新技術が搭載された現サービスを代替可能な新サービスの展開に伴いサービスを終了する

場合があります。 

その際は、3 ヶ月以上前に連絡させていただきます。 

 

 

 

 


